
Ⅱ 報 告 
令和４年度国家予算に対する提案・要望（環境局所管分） 
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Ⅵ．まちの活力の創出 

Ⅵ-２. グリーン社会の実現 
»経済産業省、国土交通省、環境省 

１）水素エネルギーの利活用促進 

燃料電池自動車などの燃料電池を搭載するモビリティ、水素ステーション及び家庭用燃
料電池（エネファーム）に対する財政支援 

・乗用車両とともに、業務用車両（バス、タクシー、フォークリフト）などの燃料電池
を搭載するモビリティ、水素ステーション及び家庭用燃料電池（エネファーム）に対
する継続的な財政支援を行うこと 

４）市⺠・事業者向け普及啓発の強化 

2050 年カーボンニュートラル実現に向けた普及啓発への支援 

・市⺠・事業者・行政が⼀丸となって地域におけるＣＯ２排出削減を強力に推し進めて
いくため、再生可能エネルギーや水素エネルギー、新たなＣＯ２吸収源対策であるブ
ルーカーボンなどへの理解促進・普及拡大に向けた財政支援を行うこと 

５）災害対応にも寄与する次世代自動車の普及及び活用
 充電インフラ整備にかかる財政支援の拡充 

・電気自動車の普及に向けて、充電インフラ整備にかかる補助率の引上げや商業施設
における新規設置への対象拡大など、財政支援を拡充すること 

電動車による災害時の給電活動を円滑に進めるための環境整備（受電設備改修等）にか
かる財政支援の拡充 

・停電時の備えとして、避難所となる施設などの受電設備を簡易改修し、電動車の給電
機能から給電する神⼾モデルの普及に向け、「クリーンエネルギー自動車導⼊事業費
補助事業」の補助対象を施設改修にも拡充すること 
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Ⅱ. 安全・安心なまちづくりの推進 
»内閣官房、内閣府、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省 

５）ニホンジカ対策 

六甲山（ニホンジカ未侵⼊地域）へのニホンジカの侵⼊防止対策への支援・協力 

・都市部近郊の貴重な自然地であり、観光地としても重要な六甲山へのニホンジカの
侵⼊防止に取り組む自治体等に対する財政支援を拡充するとともに国関連機関によ
る協力体制を構築すること 




